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達成度
学校関係者評価 次年度の課題

訓練時の行動に関する生徒の　自己評価が９０％
以上。

羅　　　針　　　盤
改善状況のまとめ

４ 生徒会活動の充
実

定期戦ホームでの７２回大会の勝利・翠巒祭の成
功。
部活動加入率の増加・高校総体優勝。
年１回以上の地域の清掃活動　・全校生徒による
古紙回収

３ 教育相談業務の
充実

毎週教育相談・生徒部会議の実施。
教育相談係を中心にチームとして協力し抱え込み
防止。
生徒・保護者がＳＣを有効活用するためのマネジ
メントを教育相談係を中心に行う。

評価対象 評価項目 具体的数値項目
Ⅰ ３Ｆ精神に
根ざす活力あ
る高高生を育
成し、活気に
あふれた特色
ある学校づく
りに努めてい
ますか。
（全体・生徒
部）

１ 生活規律の確立 各学期１回挨拶週間を設定する。
移動教室や集会の行動を早めチャイムスタートを
徹底する。
全校生徒のフィルタリングの徹底・非公式サイト
の未登録。

２ 交通安全の推進 雨合羽着用率１００％。
交通事故・苦情０件。
自転車の盗難・いたずら・無施錠０件。

Ⅱ 健康と安全
への理解を深
め、学習環境
と教育設備の
整備に努めて
いますか。
（保健環境
部・事務部）

５ 健康な身体と健
全な精神を育成
するため、自主
的・積極的に心身
を鍛えることがで
きる資質・能力
を養う。

「保健だより」を定期的に発行する。
家庭に向けての受診の呼びかけを強化する。

６ 健康的で落ち着
いた集団生活を
維持するために、
安全で衛生的、
かつ快適な学習環
境を整備する。

保健委員による校内巡視を毎月実施する。
学習環境が快適であると感じている生徒が８０％
以上。

７ 校内美化の推進
及びゴミの分別
・減量を徹底し、
リサイクル活動に
取り組み、省エネ
エコ活動を推進す
る。

８ 防災意識を高め
る。

ゴミの分別の徹底。

Ⅲ ＰＴＡ・同
窓会・地域と
連携し、本校
の教育活動を
発展させてい
ますか。
（広報渉外
部）

９ ＰＴＡ・同窓
会・地域と連携
し、開かれた学校
づくりを推進す
る。

ＰＴＡ総会の出席率が50%を超える

１０．情報管理を
徹底した上で、情
報　モラルについ
て機会がある毎に
職員に情報を提供
し、セキュリティ
意識の向上を図る
とともに、必要な
情報は、Webページ
等を利用し　積極
的に発信する。

職員の情報セキュリティ意識の向上を図る。
随時Webページを更新する。
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① ② 総合

達成度
学校関係者評価 次年度の課題

羅　　　針　　　盤
改善状況のまとめ

評価対象 評価項目 具体的数値項目
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Ⅳ 質が高く、
内容が豊かな
「力のつく授
業」を展開
し、学力を向
上させていま
すか。
（教務部）

１１ 適切に授業時
間を確保し、力の
つく教育課程を編

臨時時間割の、行事前の日程に余裕をもった提示
と、入替えの、年間行事予定表への記載

１３ 教員個々及び
集団としての教科

年２回以上の実施。
新しいシラバスを評価する生徒が80％以上。

１４ 成績処理・各
種教務関係書類作
成等の事務を正確
かつ適正に実行す
る。

１９ スーパーサイ
エンス部の活動を
普及させ、科学に
対する興味関心を
向上させるととも
に、自己実現に向
けて主体的に学ぶ
態度を育成する。

SSH事業を多くの生徒が享受できる状況あり、多く
の生徒が　SSH事業の課外講座に参加できるように
する。
科学の甲子園などの　科学コンテストにおいて全
国大会に出場する団体が2つ以上である。

Ⅶ　読書習慣
を形成し、図
書館活用の活
性化を図って
いますか。
（広報渉外
部） ２１　図書委員会

の活動を充実させ
る。

２２　ＳＳＨ課題
研究論文の作成を
支援する。

図書委員会の活動が活発である。

ＳＳＨ関連図書を100冊以上収蔵する。

２０　生徒の読書
習慣を早期に育成
するとともに、図
書館利用の活性化
と蔵書管理を徹底
する。

生徒の読書習慣を早期に育成する。
図書館利用の活性化と蔵書管理を徹底する。

１６ 学力・進学実
績の向上を達成す
る。

授業観察・授業研修と生徒によるアンケートの活
用
模試の成績向上
　１年次：英数国総合ベネッセ偏差値　６５
　２年次：英数国総合ベネッセ偏差値　６５
　３年次：英数国総合ベネッセ偏差値　６２
教師・生徒の信頼関係の向上。

教務部の係ごとの打合せ回数を増やすこと。

Ⅵ ＳＳＨ事業
を効果的に運
営して、課題
を解決するた
めに必要な思
考力、判断
力、表現力、
主体的に学ぶ
態度を育成し
ていますか。
（ＳＳＨ部）

１７ 課題を解決す
るために必要な思
考力、判断力、表
現力、主体的に学
ぶ態度の基盤を主
として課題研究Ⅰ
の活動を通して育
成する。

職員間で具体的に育成すべき生徒像を共有できて
いる状態で課題研究Ⅰの指導に職員があたってい
る。
1学年の７０％が１学年の課題研究終了時にPDCAサ
イクルを1巡できている。

１８ 課題を解決す
るために必要な思
考力、判断力、表
現力、主体的に学
ぶ態度を主として
課題研究ⅡⅢの活
動を通して深化さ
せる。

SSHクラスの８０％が3学年の　課題研究終了時に
PDCAサイクル　を1巡できている。
統計学や数理モデルの考え方　を活用した課題研
究を行う生徒　が複数グループ現れている。

1２　校内諸活動計
画の調整を行う。

調整ミスによる直前の計画変更や、当日の中止と
いった事態を起こさないこと。

Ⅴ ３年間を見
通したキャリ
ア教育を推進
し、進路目標
を達成した上
で、自己実現
を図っていま
すか。
（進路部）

１５ 高い志を育成
し、学ぶ意味を知
り、自ら学ぶ生徒
を育てる。

学習時間の向上
部で活動中：平日平均学習時間　最低でも2.5時間
部活引退後：平日平均学習時間　最低でも3.5時間
１年次：志（どのように社会貢献をするか）と夢
（何をやりたいか）の明確化
　２年次：学部・学科の明確化と志望大学の決定
　３年次：受験大学の確定
志と夢、志望大・学部・学科の明確化。
志、夢を叶えるための具体的道筋の理解。
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